
九
里
半
街
道
と

大
杉
・
保
坂
関
川

泉

義

(，，) 

当
所
諸
商
人
等
之
事
、
任
保
一
克
弐
年
什
一
日
院
宣

之
旨
弁
支
証
以
下
、
諸
商
買
等
、
如
当
知
行
、

向
後
弥
不
可
有
相
違
之
由
、
被
仰
出
候
也
。
の

執
達
如
件
。

享
禄
弐
年
七
月
三
日

(
進
藤
)貞

治
在
判

(
種
村
)貞

和
在
判

17 

保
内

(
l
)

諸
商
人
中

(
海
)

高
島
郡
今
津
九
里
半
階
道
之
事
、
当
所
商
人
等

不
相
通
之
由
、
小
幡
・
薩
摩
・
八
坂
・
田
中
江

井
南
市
之
商
人
等
申
上
之
問
、
被
成
御
礼
明
之

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関
同 2 8の 2

処
、
先
々
相
通
之
段
不
紛
上
者
、
九
里
半
事
如
前
節
で
の
理
解
に
依
拠
す
る
限
り
で
は
、
ま
こ
と
に

此
問
、
上
下
駄
不
可
有
相
違
之
由
、
被
仰
出
也
。
奇
異
な
結
論
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

の

執

達

如

件

。

そ

れ

で

は

、

保

内

商

人

側

は

い

か

な

る

主

張

を

行

享

禄

弐

年

七

月

三

日

な

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

と

い

う

よ

り

、

彼

ら

は

何

(
進
藤
)貞

治
在
判
を
支
証
と
し
て
、
若
狭
商
売
の
由
緒
を
主
張
し
た
の

(
種
村
)

貞

和

在

判

で

あ

ろ

う

か

。

保
内

(
2
)

諸

商

人

中

ま

ず

、

右

の

裁

許

状

中

に

見

え

た

保

元

二

年

十

一

こ
の
二
点
の
六
角
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
が
、
五
ヶ
月
十
一
日
の
院
宣
を
見
て
み
よ
う
。

商

人

の

主

張

を

退

け

、

保

内

商

人

に

理

あ

り

と

認

め

安

文

在

御

手

形

た
裁
許
状
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
保
内
商
人
宣
下
近
江
田
保
内
商
人
等

が

古

く

よ

り

九

里

半

街

道

を

経

由

し

て

若

狭

商

売

に

三

千

疋

馬

事

従
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
保
元
二
年
(
一
一
五
七
)
右
商
人
等
、
東
日
下
、
南
熊
野
之
道
、
商
鎮
西
、

の
院
宣
や
そ
の
他
の
支
証
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
の
北
佐
土
島
、
於
其
中
、
可
任
心
条
、
依
叡
慮
、

で
、
以
後
も
相
違
な
く
若
狭
商
売
に
携
わ
る
よ
う
に
執
達
如
件
。

と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
、
従
来
保
内
保
一
元
二
年
十
一
月
十
一
(
町

商
人
は
九
里
半
街
道
を
通
行
し
た
こ
と
が
な
い
と
五
こ
れ
は
、
後
白
河
院
の
院
宣
と
伝
え
ら
れ
る
史
料

ケ
商
人
(
小
幡
・
薩
摩
・
八
坂
・
田
中
江
・
高
島
南
で
あ
る
が
、
文
書
様
式
・
文
言
か
ら
考
え
て
全
く
の

市
)
は
主
張
し
て
い
た
が
、
札
明
の
結
果
、
保
内
商
偽
文
書
で
あ
る
。
保
内
商
人
は
こ
の
偽
院
宣
を
掲
げ

人
が
通
行
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
て
、
自
己
の
由
緒
正
し
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の

以
後
上
下
の
駄
荷
に
相
違
な
き
ょ
う
努
め
る
べ
し
と
で
あ
る
。
前
節
引
用
の
五
ヶ
商
人
申
状
第
三
条
で
も
、

命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
節
で
検
こ
の
院
宣
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
、

討
し
た
五
ヶ
商
人
の
主
張
は
全
て
退
け
ら
れ
、
保
内
保
内
商
人
は
相
論
の
当
初
よ
り
こ
の
偽
院
宣
を
持
ち(

4
)
 

商
人
の
言
い
分
が
全
面
的
に
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
仲
村
研
氏
の
見
解

博
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若
越
郷
土
研
究

二
八
巻
二
号

に
よ
る
と
、
こ
の
院
宣
が
偽
作
き
れ
た
の
は
十
五
世
一
愛
智
川
市
、
七
月
五
十
文
、
十
二
月
五
十
文
、
し
て
、
自
己
の
主
張
の
正
当
な
こ
と
を
証
明
し
よ
う

紀

初

期

ご

ろ

と

の

こ

と

で

あ

る

。

つ

れ

う

い

た

し

申

候

。

奉

行

殿

と

り

伊

。

と

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

い
ま
ひ
と
つ
、
保
内
商
人
が
自
己
の
由
緒
正
し
き
右
注
進
申
上
分
、
も
し
い
つ
わ
り
申
候
ハ
冶
、
つ
い
で
後
者
の
保
内
商
人
申
状
は
、
保
内
商
人
が

(

以

下

脱

カ

)

(

津

料

}

こ
と
を
証
明
す
る
根
拠
と
し
て
用
い
た
の
が
、
次
の
堅
御
き
う
め
い
ニ
あ
っ
か
り
候
へ
く
候
。
品
川
。
各
市
場
で
「
つ
れ
う
」

l
市
場
銭
を
納
入
し
て
い
る

(
6
)
 

二

点

の

史

料

で

あ

っ

て

、

こ

れ

ら

の

史

料

も

同

様

に

応

永

廿

五

年

卯

月

一

日

。

旨

を

、

よ

り

詳

し

く

証

明

す

る

内

容

と

な

っ

て

お

り

、

偽

文

書

で

あ

る

。

前

者

の

三

市

奉

行

連

署

状

は

、

応

永

三

十

三

年

(

こ

れ

は

享

禄

元

j

二
年
の
九
里
半
街
道
相
論
に
際
し

(
津
料
)

つ
れ
う
の
事
、
如
本
、
毎
年
両
度
可
有
沙
汰
候
一
四
二
六

)
i
三
十
四
年
の
、
保
内
商
人
と
八
幡
商
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

也
。
又
雄
無
市
座
候
、
自
昔
買
売
無
其
煩
候
問
、
人
と
の
呉
服
商
売
境
界
を
め
ぐ
る
相
論
に
際
し
て
偽
と
い
う
の
は
、
前
節
引
用
の
小
幡
商
人
申
状
で
、
保

目

。

(

津

料

)

不
能
子
細
候
。
伺
所
申
沙
汰
之
糊
件
。
作
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
内
容
は
、
「
つ
れ
う
」

l
内
商
人
が
「
長
野
郷
一
日
市
し
「
愛
智
川
中
橋
市
」
「
四

貞

和

元

年

三

月

廿

日

市

場

銭

を

旧

来

通

り

毎

年

一

一

度

沙

汰

す

る

よ

う

に

、

十

九

院

市

」

に

立

っ

た

実

績

は

な

い

と

述

べ

ら

れ

て

得

珍

保

塩

売

人

中

ま

た

市

座

が

な

い

の

は

以

前

よ

り

商

売

に

支

障

が

な

い

た

こ

と

に

、

内

容

的

に

逐

一

対

応

す

る

も

の

と

な

い
た
め
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
ら
問
題
と
す
べ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
史
料
を
見
る
か
ぎ

き
点
は
な
い
と
三
市
奉
行
が
保
証
し
た
も
の
に
な
っ
り
で
は
、
小
幡
商
人
百
主
張
は
不
当
な
も
の
と
判
断

て
い
る
。
こ
の
応
永
末
年
の
相
論
は
、
保
内
商
人
が
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

保
内
筏
川
以
北
の
市
場
に
「
立
庭
」
を
も
っ
て
い
た
る
。
こ
の
よ
う
に
保
内
商
人
は
、
五
ヶ
商
人
の
詳
細

か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
主
張
に
反
論
す
る
た
め
、
古
く
に
偽
作
さ
れ
た
院

か
か
る
先
例
を
も
た
な
い
保
内
商
人
が
自
己
の
主
張
宣
や
書
下
状
を
持
ち
出
し
、
あ
る
い
は
そ
の
時
点
で

を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
三
市
奉
行
連
急
ぎ
先
規
証
文
た
り
う
る
文
書
を
偽
作
し
て
、
訴
訟

署
の
書
下
状
を
偽
作
し
た
の
で
あ
っ
た
。
享
禄
元

1

の
場
に
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
保
内
商

二
年
の
九
里
半
街
道
相
論
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
人
の
主
張
し
た
由
緒
や
実
績
は
、
す
べ
て
担
造
さ
れ

様
に
、
保
内
商
人
が
愛
智
川
以
北
で
商
売
を
行
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
実
績
の
有
無
が
争
点
と
な
っ
た
た
め
に
、
彼
ら
は
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
保
内
商
人
の
か
努
力
。

古
く
に
偽
作
さ
れ
た
こ
の
三
市
奉
行
連
署
状
を
提
出
が
勝
利
を
導
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
と

18 
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し
で
も
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
、
先
の
ご
と
き
全

面
勝
利
の
裁
決
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
偽
作
文
書
だ
け
を
根
拠
に
し
て
の
主
張

に
、
は
た
し
て
そ
れ
ほ
ど
の
説
得
力
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
答
、
え
は
恐
ら
く
否
で
あ
っ
て
、
こ
の
程

度
の
先
規
証
文
で
は
、
勝
訴
判
決
を
得
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
審
理
の
継
続
す
ら
も
が
困
難
で
あ
っ
た
こ

と
と
想
像
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
裁
決
が
下
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
こ
こ

に
、
守
護
六
角
氏
の
政
治
的
な
判
断
が
強
く
作
用
し

て
い
た
と
想
定
す
べ
き
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ

ま
り
保
内
商
人
の
得
た
勝
利
は
、
む
し
ろ
守
護
六
角

氏
な
ど
の
政
治
権
力
に
よ
っ
て
、
当
初
よ
り
予
定
さ

れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

19 

そ
も
そ
も
、
九
里
半
街
道
を
は
じ
め
と
す
る
高
島

郡
域
に
お
い
て
は
、
朽
木
氏
な
ど
在
地
領
主
の
勢
力

が
あ
ま
り
に
も
強
大
で
あ
っ
た
た
め
に
、
守
護
六
角

氏
の
勢
力
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
介
入
で
き
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。
前
節
検
討
の
南
北
古
賀
商
人
申
状
に

お
い
て
、
九
里
半
街
道
の
大
杉
・
保
坂
・
追
分
な
ど

に
関
所
を
設
置
し
て
知
行
し
て
い
た
の
は
、
朽
木
・

横
山
氏
な
ど
近
隣
の
在
地
領
主
で
あ
っ
て
、
守
護
六

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関
肘

角
氏
や
そ
の
被
官
人
の
名
前
は
一
切
見
い
出
せ
な
か

っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
高
島
郡
域
で
は
、
六

角
氏
は
何
ら
そ
の
守
護
と
し
て
の
権
限
を
行
使
し
え

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
杉
は
若
狭
国
に

属
す
る
が
、
こ
こ
に
対
す
る
若
狭
守
護
武
田
氏
お
よ

び
被
官
人
粟
屋
氏
の
介
入
す
ら
も
が
、
排
除
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
降
っ
て
永
禄
十
一
年
(
一
五
六
八
)

に
、
浅
井
久
政
・
長
政
父
子
が
朽
木
元
綱
に
宛
て
て
、

(
7
)
 

「
朽
木
谷
、
従
往
古
守
護
不
入
」
と
承
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
彼
ら
在
地
領
、
玉
の
高
島
郡

に
お
け
る
厳
然
た
る
実
力
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま

し
て
や
、
こ
れ
以
前
の
享
禄
年
間
に
お
い
て
、
守
護

六
角
氏
が
高
島
郡
に
介
入
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
む

し
ろ
当
然
の
事
態
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
九
里
半
街
道
な
ど
高
島
郡
域
の
商
業
活
動

に
独
占
的
な
権
益
を
保
持
し
て
い
た
の
が
、
五
ヶ
商

人
で
あ
る
。
前
節
検
討
の
三
点
の
申
状
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
彼
ら
は
九
里
半
街
道
を
往
反
し
て
若
狭

商
売
を
独
占
し
、
ま
た
愛
智
川
以
北
の
商
業
に
お
い

て
も
特
権
的
地
位
を
占
め
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
伊

勢
商
売
に
も
従
事
し
て
い
た
。
七
里
半
越
を
経
由
す

る
越
前
商
売
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
適
切
な
史

料
が
得
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
彼
ら
の
立
地
条
件

か
ら
考
、
え
て
、
圧
倒
的
な
優
位
性
を
占
め
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
が
つ
く
。

そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
五
ヶ
商
人
と
、
高

島
郡
域
の
在
地
領
主
と
が
、
相
互
に
極
め
て
緊
密
な

関
係
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
九

里
半
街
道
に
新
関
を
設
置
す
る
に
際
し
、
五
ヶ
商
人

は
朽
木
氏
ら
に
「
歎
申
」
し
て
そ
の
停
廃
を
実
現
し

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
敵
対
的
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
極

め
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

享
禄
元
年
に
相
論
が
惹
起
し
た
当
初
、
高
島
郡
の
在

地
領
主
田
中
頼
長
は
、
明
ら
か
に
五
ヶ
商
人
の
側
に

立
っ
て
事
態
の
収
拾
に
当
っ
て
い
る
。
保
内
商
人
の

荷
物
を
、
高
島
南
市
商
人
か
ら
引
き
継
い
で
「
留
」

(
8
)
 

め
て
い
た
「
御
あ
つ
か
い
衆
」
と
は
、
田
中
頼
長
ら

近
隣
の
在
地
領
主
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
高
島
郡
域
に
お
い
て
は
、
朽
木
氏
ら
在
地

領
主
が
守
護
不
入
権
な
ど
強
大
な
政
治
権
力
を
持
っ

て
、
守
護
六
角
氏
の
介
入
を
一
切
排
除
し
、
ま
た
五
ヶ

商
人
は
、
彼
ら
在
地
領
主
に
依
存
し
保
護
を
受
け
て
、

近
江
北
半
に
お
け
る
独
占
的
な
商
業
活
動
を
続
け
て

い
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
状
況
の
な
か
で
惹
起
し
た
の
が
、
享
禄
一
万
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年
の
事
件
、
す
な
わ
ち
、
保
内
商
人
が
九
里
半
街
道

を
通
行
し
て
若
狭
商
売
に
進
出
す
る
と
い
う
、
新
た

な
事
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
ヶ
商
人
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
保
内
商
人
の
行
為
が

新
儀
非
法
に
当
た
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
逆
に
保
内
商
人
の
主
張
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、

五
ヶ
商
人
の
独
占
的
権
益
に
は
重
大
な
制
限
が
加
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ひ
い
て
は
、
高
島
郡

城
在
地
領
主
の
支
配
勢
力
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
守
護
六
角
氏
は
、
保

内
商
人
の
活
動
を
後
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朽
木

氏
ら
在
地
領
主
と
五
ヶ
商
人
が
圧
倒
的
に
優
勢
な
高

島
郡
域
に
対
し
、
大
き
な
か
模
。
を
打
ち
込
む
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
好
機
を
六
角

氏
が
見
逃
す
は
ず
は
あ
る
ま
い
。

か
く
し
て
六
角
氏
は
、
前
掲
の
ご
と
き
、
保
内
商

人
の
全
面
的
勝
利
の
裁
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

納
ま
ら
な
い
の
は
五
ヶ
商
人
の
側
で
あ
る
。
彼
ら

は
、
そ
の
由
緒
や
実
績
か
ら
す
れ
ば
、
保
内
商
人
を

は
る
か
に
凌
い
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
な

敗
訴
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら

は
、
こ
ん
ど
は
若
狭
小
浜
の
代
官
と
申
し
合
わ
せ
て

保
内
商
人
を
実
力
で
排
除
し
よ
う
と
い
う
行
動
を
と

る

に

至

っ

た

。

右

の

二

点

の

六

角

氏

奉

行

人

連

署

奉

書

に

よ

る

と

、

(
内
商
人
力
)

就
九
里
半
階
道
之
儀
、
保
円

U上
下
之
儀
、
五
ヶ
商
人
は
小
浜
代
官
に
申
し
入
れ
て
、
保
内
商
人

先
度
被
成
奉
書
、
如
先
々
被
仰
付
詑
。
然
処
、
が
小
浜
に
「
不
可
出
入
」
よ
う
に
と
依
頼
し
、
保
内

相
語
若
州
小
浜
代
官
、
保
内
衆
之
儀
相
支
之
云
商
人
の
小
浜
に
お
け
る
商
売
を
妨
害
し
よ
う
と
企
て

(
語
一
)

云
。
言
悟
道
断
次
第
也
。
所
詮
、
為
過
料
五
万
た
と
見
え
て
い
る
。
小
浜
代
官
と
は
、
羽
賀
寺
年
中

(
日
)

疋
被
仰
付
之
上
者
、
不
日
可
致
進
上
。
難
渋
之
行
事
に
「
小
浜
之
代
官
永
井
殿
」
あ
る
い
は
寸
税
所

族
在
之
者
、
一
段
可
被
議
責
之
由
、
被
仰
出
也
。
代
永
井
殿
L

と
見
、
え
る
永
井
氏
の
こ
と
と
思
わ
れ
、

何

執

達

如

件

。

古

く

は

国

街

領

全

般

の

管

掌

を

司

る

職

務

を

持

っ

て

享

禄

弐

年

十

一

月

十

日

い

た

が

、

こ

の

段

階

で

は

小

浜

の

津

・

町

の

支

配

を

(
進
藤
)貞

治

在

判

行

な

う

立

場

に

あ

っ

た

人

物

で

あ

ろ

う

。

こ

の

永

井

(
種
村
)

L
T

貞

和

在

判

氏

に

対

し

て

、

五

ヶ

商

人

は

申

し

入

れ

を

行

な

い

、

平
ム
メ
，

(
9
)

商

人

中

保

内

商

人

が

小

浜

で

塩

な

ど

の

商

品

を

買

い

付

け

た

就
今
度
保
内
商
人
公
事
之
儀
、
子
細
被
披
聞
召
、
り
、
あ
る
い
は
近
江
か
ら
輸
送
し
て
き
た
荷
物
を
販

被
成
奉
書
之
処
、
若
州
小
浜
代
官
江
、
保
内
商
売
し
た
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

人
不
可
出
入
之
段
、
為
五
ヶ
商
人
中
相
支
之
一
玄
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
五
ヶ
商
人
は
こ
れ
ま
で
の

云
。
言
悟
道
断
次
第
也
。
所
詮
、
為
過
料
五
万
小
浜
で
の
商
売
に
あ
た
り
、
永
井
氏
に
礼
銭
を
贈
る

疋
被
申
付
、
不
日
可
被
執
進
納
給
。
不
可
有
難
な
ど
し
て
、
極
め
て
密
接
な
関
係
を
培
っ
て
き
て
い

渋

之

由

也

。

伯

執

達

如

件

。

た

と

い

う

こ

と

な

の

で

あ

ろ

う

。

享

禄

弐

年

十

一

月

十

日

し

か

し

な

が

ら

、

か

か

る

五

ヶ

商

人

の

行

為

に

対

(
進
藤
)

貞

治

在

判

し

て

六

角

氏

は

厳

し

く

対

処

す

る

こ

と

と

し

、

実

に

(
種
村
)

貞

和

在

判

五

万

疋

(

五

O
O貫
文
)
に
の
ぼ
る
多
額
の
過
料
を

課
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
か
に
過
大
な
数
値
で(ロ)

あ
っ
た
か
は
、
追
分
新
関
停
廃
の
礼
銭
が
三
六
貫
文

吉平
田井
修右
理兵
亮(衛
殿10尉

殿
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で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
容
易
に
察
し
が
っ
こ
に
強
か
っ
た
か
が
窺
い
知
ら
れ
る
と
共
に
、
六
角
定

ぅ
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
六
角
氏
の
五
ヶ
商
人
に
頼
の
五
ヶ
商
人
に
対
す
る
姿
勢
が
、
極
め
て
弾
圧
的

対
す
る
制
裁
、
と
い
う
よ
り
も
弾
圧
の
姿
勢
が
、
看
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
察
知
で
き
る
の
で
あ
る
。

取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
平
井
・
吉
田
両
氏
宛
以
上
の
ご
と
く
に
し
て
、
享
禄
元
j
二
年
の
保
内

て
の
奉
書
は
、
こ
の
過
料
銭
を
厳
重
に
徴
収
す
べ
し
商
人
と
五
ヶ
商
人
と
の
相
論
に
、
一
応
の
終
止
符
が

と
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
も
し
五
ヶ
商
人
が
難
渋
打
た
れ
た
。
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
相
論
の

す
れ
ば
、
関
所
処
分
な
ど
の
厳
し
い
措
置
が
さ
ら
に
そ
も
そ
も
の
発
端
は
、
保
内
商
人
が
高
島
南
市
で
若

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
狭
商
売
の
荷
物
を
押
し
置
か
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
処
置
が
と
ら
れ
る
一
方
で
、
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
こ
の
相
論
を
利
用
し
て
、
守

六
角
氏
は
、
五
ヶ
商
人
の
再
訴
訟
を
二
度
と
受
理
し
護
六
角
氏
が
五
ヶ
商
人
の
活
動
を
制
約
し
、
自
己
に

な
い
よ
う
に
と
、
次
の
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
忠
実
な
保
内
商
人
を
九
里
半
街
道
ひ
い
て
は
高
島
郡

尚
子
細
平
井
三
郎
兵
衛
尉
可
申
候
。
域
に
展
開
さ
せ
、
も
っ
て
こ
の
地
域
の
在
地
領
主
の

五
ヶ
商
人
、
猶
可
及
訴
訟
候
旨
、
風
間
在
之
白
勢
力
を
削
減
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
た
め
に
、
相
論

承
候
。
無
是
非
儀
候
。
以
札
明
一
度
落
居
候
上
の
経
過
は
極
め
て
不
自
然
な
(
不
条
理
な
)
形
を
と

者
、
如
何
様
雄
申
事
候
、
不
可
能
許
容
候
。
可
っ
て
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
五

心

得

候

。

恐

々

謹

言

。

ヶ

商

人

に

と

っ

て

は

ま

こ

と

に

不

幸

な

政

治

的

配

慮

(

享

禄

二

年

カ

)

(

六

角

)

十
二
月
廿
七
日
定
頼
(
花
押
)
で
あ
っ
た
が
、
六
角
氏
が
戦
国
大
名
と
し
て
領
国
支

劫

淵

庵

(

日

)

配

を

強

化

す

る

た

め

に

は

、

や

む

を

え

な

い

事

態

と

足
下

こ
れ
に
よ
る
と
、
五
ヶ
商
人
は
猶
も
っ
て
訴
訟
に
三
守
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
こ
に
、
守
護
権
を

及
ぶ
と
の
風
間
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
札
明
を
も
っ
六
角
氏
の
支
配
力
の
弱
さ
を
見
る
こ
と
も
、
可

も
っ
て
一
旦
落
着
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
再
提
訴
能
か
も
し
れ
な
い
。

を
許
容
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
勝
訴
と
な
っ
た
保
内
商
人
た
ち
は
、
や
が

こ
の
史
料
か
ら
、
五
ヶ
商
人
の
抱
い
た
播
り
が
い
か
て
次
の
よ
う
な
定
書
を
作
成
し
て
、
相
論
の
教
訓
を

泉

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂
関
同

事
後
に
残
す
こ
と
と
し
た
。

就
今
度
九
里
半
公
事
之
儀
、
惣
分
江
御
合
力
之

儀
を
申
入
候
処
仁
、
少
事
酒
ノ
代
ヲ
預
御
扶
持

候
。
衆
悦
候
。
於
向
後
諸
商
買
之
中
仁
、
何
様

之
御
公
事
出
来
候
而
、
出
銭
雌
有
之
、
引
此
例
、

以
後
一
言
之
子
細
申
間
敷
者
也
。
の
為
以
後
、

衆
儀
〆
堅
定
所
之
状
、
如
件
。

1

今
堀
郷

(
U
)

享
禄
弐
年
主
十
二
月
四
日
惣
中
(
花
押
)

す
な
わ
ち
、
九
里
半
街
道
を
め
ぐ
る
五
ヶ
商
人
と

の
相
論
に
あ
た
り
、
今
堀
郷
惣
中

l
保
内
商
人
は
、

得
珍
保
の
「
惣
分
」
つ
ま
り
全
集
落
に
対
し
て
、
援

助
を
要
請
し
、
酒
代
の
扶
持
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
以
後
同
様
の
公
事
が
出
来
し
た
場
合
に
も
、

こ
れ
を
例
に
引
い
て
過
分
の
要
請
は
行
な
わ
な
い
と

誓
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
酒
代
と
は
、
保
内
商
人
が

飲
む
酒
の
費
用
を
さ
す
も
の
で
は
な
く
し
て
、
御
樽

銭
な
ど
と
も
称
さ
れ
て
、
当
該
相
論
に
関
係
し
た
在

地
領
主
達
、
と
り
わ
け
守
護
六
角
氏
に
献
納
さ
れ
る

礼
銭
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
勝
訴
を
与
え
ら
れ

た
保
内
商
人
は
、
今
後
若
狭
商
売
に
よ
っ
て
多
く
の

利
益
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

彼
ら
が
六
角
氏
に
献
納
し
た
礼
銭
礼
物
は
、
そ
れ
に

見
合
う
べ
き
多
額
多
数
に
の
ぼ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
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ま
た
訴
訟
進
行
中
に
お
い
て
も
、
札
銭
な
ど
の
経
費

は
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し

た
出
銭
の
支
弁
は
、
保
内
商
人
中
だ
け
で
は
と
う
て

い
ま
か
な
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に

彼
ら
は
、
得
珍
保
惣
分
に
そ
の
援
助
を
要
請
し
、
右

の
ご
と
く
に
酒
代
と
し
て
な
に
が
し
か
の
扶
持
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
が
以
後
の
先
規
と
し
て
衆
議
で
定
め
ら
れ
、
こ
こ

に
よ
う
や
く
九
里
半
街
道
を
め
ぐ
る
相
論
は
、
す
べ

て
結
着
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

主

1

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
二
二
・
五
五
号

2

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
二
二
号

3

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
二
九
五
二
二
一
二
一

号

4

仲
村
氏
「
中
世
村
落
文
書
の
読
み
方
今
堀
日
吉

神
社
文
書
の
九
里
半
街
道
商
論
史
料
」
同
氏
「
中
世
に

お
け
る
偽
文
書
の
効
用
L
(

『
日
本
歴
史
』
第
三
O
三
号
)

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
九
四
号

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
一
一
一
号

『
朽
木
文
書
』
第
四
一
七
号

よ
マ
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
一
七
号

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
一
五
号

5 6 7 8 9 
10 

日
「
羽
賀
寺
文
書
」
第
二
四
号

ロ
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
一
三
八
号
、
南

北
古
賀
商
人
出
銭
条
々
案
の
第
六
条

日
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
一
三
号

凶
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
第
二

O
号

る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
関
の
関
務
代
官
職
改
替

を
め
ぐ
る
文
亀
元
年
の
史
料
は
、
守
朽
木
文
書
』
中

に
数
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
前
に
四
分
一
代

官
職
を
知
行
し
て
い
た
古
川
修
理
亮
が
罷
免
き
れ
て
、

朽
木
直
親
の
口
入
に
基
づ
き
新
代
官
(
姓
名
未
詳
)

が
補
任
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
過
が
知
ら
れ
る
。
本
所

大
聖
寺
と
し
て
は
、
こ
の
代
官
職
改
替
の
機
会
に
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、
旧
代
官
古
川
氏
の
未
進
分
を
皆
済
さ
せ
る
意
図
で
あ

最

後

に

簡

単

に

ま

と

め

て

お

こ

う

。

っ

た

の

で

あ

る

が

、

朽

木

氏

の

在

地

に

お

け

る

勢

力

若
狭
小
浜
か
ら
大
杉
・
保
坂
を
経
て
今
津
に
抜
け
の
強
大
き
に
よ
り
、
結
局
こ
の
試
み
は
失
敗
に
帰
し

る
経
路
を
九
里
半
街
道
と
称
し
、
京
都
へ
上
洛
す
る
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
お
大
杉
関
の
代
官
と
し
て
は
、

際
の
多
く
は
、
こ
の
経
路
を
辿
っ
て
い
た
。
今
津
か
い
ま
ひ
と
り
宮
川
次
郎
左
衛
門
尉
な
る
人
物
の
存
在

ら
先
は
、
琵
琶
湖
の
舟
運
に
よ
っ
て
坂
本
や
大
津
に
も
知
ら
れ
、
彼
は
古
川
氏
と
並
ん
で
、
恐
ら
く
は
四

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
重
量
物
の
運
送
に
は
分
一
代
官
職
を
知
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
経
路
は
便
利
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
年
保
坂
聞
は
、
十
五
世
紀
中
頃
に
は
、
延
暦
寺
と
六

貢
米
以
下
の
一
般
的
物
資
は
、
む
し
ろ
保
坂
で
右
折
角
高
頼
と
が
領
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
延
徳

し
て
朽
木
・
葛
川
・
大
原
を
経
る
経
路
を
採
っ
た
も
三
年
以
後
は
、
六
角
氏
領
有
分
は
関
所
と
な
っ
て
将

の
の
ご
と
く
で
、
そ
の
途
中
の
関
所
の
煩
い
な
き
勘
軍
家
御
料
所
に
な
っ
て
い
る
y

そ
の
下
位
で
関
務
を

過
を
命
じ
た
史
料
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
預
け
置
か
れ
た
人
物
と
し
て
は
、
将
軍
家
御
料
所
分

関
所
は
ま
た
、
九
里
半
街
道
上
の
大
杉
・
保
坂
に
に
お
い
て
は
細
川
政
誠
が
知
ら
れ
、
現
地
で
の
関
務

も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
大
杉
関
を
領
有
し
た
本
所
は
知
行
は
朽
木
材
秀
被
官
人
の
請
地
と
な
っ
て
い
た
。

大
聖
寺
で
、
明
応
十
年

(
l文
亀
元
)
の
史
料
で
は
、
他
方
、
延
暦
寺
分
に
つ
い
て
は
、
小
林
新
左
衛
門
入

こ
の
関
か
ら
の
公
用
銭
は
年
間
で
八
四
貫
文
に
の
ぼ
道
つ
い
で
小
林
国
家
が
一
方
公
文
分
を
知
行
し
て
い
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た
が
、
大
永
二
年
以
後
に
は
、
そ
の
下
位
の
関
務
代

官
に
、
朽
木
植
広
被
官
人
の
桂
田
孫
次
郎
が
介
在
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
保
坂
関
か
ら
上
納

さ
れ
る
公
用
銭
は
、
年
間
で
七
二
貫
文
以
上
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
こ
の
保
坂
に
は
、
新
関

設
置
の
試
み
が
何
度
か
企
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

都
度
、
朽
木
氏
な
ど
近
隣
の
在
地
領
主
の
馳
走
に
よ

っ
て
棄
破
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

九
里
半
街
道
を
往
来
し
て
若
狭
商
売
に
従
事
し
た

商
人
衆
の
関
係
史
料
は
、
「
今
堀
日
吉
神
社
文
書
」

に
何
点
か
が
残
さ
れ
て
い
る
。
九
里
半
街
道
は
、
古

く
よ
り
こ
の
地
域
で
商
業
活
動
を
展
開
し
て
い
た
高

島
南
市
・
南
北
古
賀
商
人
、
今
津
馬
借
の
進
退
下
に

あ
っ
た
経
路
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
新
進
の
保
内
商
人

が
参
入
を
企
て
て
、
相
論
が
何
度
か
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
享
禄
元
j
二
年
の
相
論
の
場
合

は
、
高
島
南
市
商
人
(
五
ヶ
商
人
に
属
す
)
や
南
北

古
賀
商
人
の
主
張
に
明
ら
か
に
正
当
性
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
保
内
商
人
は
、
古
く
に
偽
作
さ
れ

た
証
文
類
を
提
出
し
、
あ
る
い
は
新
た
に
申
状
な
ど

を
偽
作
し
て
こ
れ
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て

こ
の
相
論
に
お
い
て
は
、
守
護
六
角
氏
が
、
高
島
郡

域
に
介
入
し
よ
う
と
い
う
政
治
的
配
慮
を
働
か
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
に
、
つ
い
に
保
内
商
人
勝
訴
の

裁
決
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
五
ヶ
商
人

は
、
小
浜
代
官
と
結
託
し
て
、
保
内
商
人
の
活
動
を

あ
く
ま
で
阻
止
し
よ
う
と
図
る
の
で
あ
る
が
、
や
が

て
守
護
六
角
氏
よ
り
五
万
疋
も
の
過
料
を
課
せ
ら
れ

る
に
至
り
、
保
内
商
人
の
若
狭
商
売
進
出
を
容
認
せ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
九
里
半

街
道
を
通
行
し
て
の
若
狭
商
売
に
は
、
五
ヶ
商
人
と

並
ん
で
保
内
商
人
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
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